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Abstract
　The Aegean coast of Greece and Turkey is known as the birthplace of 
ancient medicine. Physicians and pharmacists such as Hippocrates, Galenos, 
Dioscorides were active. The culmination of knowledge in medicinal herbs and 
anatomy and others have been developed.
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　Regarding medicinal herbs knowlege in this area and health promotion using it, 
now a day peoples use these herbs despite it having been change of many religions 
and migrations. sideritis is called “Adacayı” in Turkey, medical plants that have 
similar effects are collectively referred to as “Adacayı”, however Sage (Salvia 
Officinalis) is called same name too.　In this report, we describe Turkish sideritis’
s distribution, ethnopharmaceutical research and survey, ingredient analysis, and 
latest research.
＜ Keywords ＞　Adacayı, sideritis, ironwort, mountain tea
１．緒言
　ギリシャ，トルコのエーゲ海沿岸は，古代医療発祥地として知られ，ヒポクラテス・
ガレノス・ディオスコリデスといった医師や薬学者が活躍していた。薬草の知識の集
大成や解剖学が発達し書物として残されており，この地域の薬草やハーブと，それを
使った健康増進については，多くの宗教や民族の移動や変遷があったにも関わらず，
多くがそのまま残されている。様々なハーブが存在しているが，その中でもシデリテ
ィスは，最も古い資料のディオスコリデスのマテリアメディカに残されている 1）。今
ではトルコ共和国になっているアナトリア半島であるが，シデリティス属は「アダチ
ャイ」と呼ばれており，同じような効果がある植物を総称して「アダチャイ」と呼ぶ
ことから，シデリティス属の場合とセージ（サルビア・オフィキナリス）を指す場合
が混在している。本報告においては，古代から記述があるシデリティス属の「アダチ
ャイ」についてトルコの分布や民族薬学的研究や調査，成分分析，最新の研究成果に
ついて述べる。
２．アダチャイの学名による分類
　エーゲ地方から地中海地方における薬草アダチャイ（トルコ語）は，学名がシソ目
シソ科シデリティス属で，この下に種が 150 種ほどある 2）。中央アナトリアではアダ
チャイは学名シソ目シソ科アキギリ属サルビア・オフィキナリスを指す。
　トルコではシデリティス属はアダチャイあるいはダーチャイ（山のお茶）と呼ばれ
ることが多く，香り，味を楽しむ黄色のお茶として広く知られている。トルコに存在
するシデリティス属も種類が多く 32 種（キューデータベース 3））あるいは 52 種（ト
ルコ植物データベース Turkish Plants Data Service4））が確認されている（表 1）。
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表 1　トルコのシデリティスの種　Turkish Plants Data Service より
Sideritis lanata
Sideritis romana alttur romana
Sideritis curvidens
Sideritis montana alttur montana
Sideritis montana alttur remota
Sideritis hololeuca
Sideritis phlomoides
Sideritis sipylea
Sideritis erythrantha varyete erythrantha
Sideritis erythrantha varyete cedretorum
Sideritis brevidens
Sideritis strica
Sideritis vulcanica
Sideritis condensata
Sideritis akmanii
Sideritis tmolea
Sideritis congesta
Sideritis cilicica
Sideritis niveotomentosa
Sideritis arguta
Sideritis lycia
Sideritis leptoclada
Sideritis brevibracteata
Sideritis albiflora
Sideritis rubriflora
Sideritis argyrea
Sideritis bilgerana
Sideritis hispida
Sideritis dichotoma
Sideritis taurica
Sideritis trojana
Sideritis phrygia
Sideritis amasiaca
Sideritis galatica
Sideritis gulendamiae
Sideritis armeniaca
Sideritis germanicopolitana alttur germanicopolitana
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Sideritis germanicopolitana alttur viridis
Sideritis caesarea
Sideritis syriaca alttur nusairiensis
Sideritis huber-morathii
Sideritis vuralii
Sideritis libanotica alttur libanotica
Sideritis libanotica alttur kurdica
Sideritis libanotica alttur linearis
Sideritis libanotica alttur microchlamys
Sideritis libanotica alttur violascens
Sideritis serratifolia
Sideritis pisidica
Sideritis perfoliata
Sideritis athoa
Sideritis scardica alttur scardica
　地中海地方の南トルコの薬種商に多く出回っている種類は，シデリティス・コンゲ
スタとシデリティス・ストリクタであり，コルクテリ高原にて採取されている（写真
1 ＡとＢ）。シデリティス・ストリクタはこの地域で広く用いられており野生のもの
である。エーゲ地方に流通しているのはシデリティス・ペルフォリアータであり，非
常に丈が長く大きく不均一な毛羽が観察される（写真 1 Ｃ）。
　トルコの薬種商で売られているアダチャイは，学名がシデリティスの場合とサルビ
ア・オフィキナリスの場合があるので確認する必要がある。Pamuk5）や Mete6）のト
ルコで一般的な「薬用植物の百科事典」においてもアダチャイの学名はサルビア・オ
フィキナリスとしてのみ記され，ダーチャイの記載はない。Miki らの 1986 年のトル
コ国内のアクタールで扱っている薬草の調査 7）にもイスタンブルとエスキシェヒル
の薬種商の薬草にはアダチャイの記載があり，学名はサルビア・オフィキナリスであ
る。ガジアンテップの薬種商では，アダチャイではなくダーチャイとしてシデリティ
スが記載されている。本多氏による「ハーブ・スパイス・漢方薬」にはシデリティス・
コンゲスタの写真と記載があり，ダーチャイと呼ばれていてハーブティに用いられる
と著されている 8）。「トルコの花」には著者がトルコ各地の花を調査した中にアダチ
ャイとダーチャイが掲載されている 9）が，アダチャイの学名はサルビア・オフィキ
ナリス，ダーチャイの学名はスタティス・クレティカとして記載されている。
　シデリティス茶が有名であるギリシャではチャイ・トゥ・ヴヌー（山のお茶）と呼
ばれ，シデリティス・スカルディカをはじめとして 8 種（キューデータベース 3））が
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見られる。アテネの薬種商で最高級と言われるシデリティス・シリアカはクレタ産で
あり銀色の毛羽に覆われている（写真 1 Ｄ）。エーゲ海コス島で入手したシデリティス・
スカルディカは茎と葉は銀羽に覆われているが，花部分はトルコのシデリティスによ
く似て羽毛がなく黄色い（写真 1 Ｅ）。同様にシデリティス茶が普及しているバルカ
ン諸国や西ヨーロッパでは，シデリティス・スカルディカを指していて剣闘士のお茶，
羊飼いのお茶，ピリン茶，ムルサルスキ茶，鉄のお茶，と多種名前があるが，やはり
山のお茶と呼ばれることが最も多い。10）
図 1　トルコ地中海地方のシデリティス・ストリクタ（A）シデリティス・コンゲス 　
　　タ（B）エーゲ海地方のシデリティス・ペルフォリアータ（C），クレタ島のシデ
　　リティス・シリアカ（D），バルカン半島に多いシデリティス・スカルディカ（E）
３．シデリティスの伝統的な使用方法について
　このシデリティスの使い方であるが，紀元 40 年生まれのディオスコリデスの「薬
物誌」に記載がある。「シデリティス・ロマーナ（アイアンウォート）：ヘラクレイア
と呼ばれる。ニガハッカのような葉をもっていて，セージやオークよりも細長く小さ
くザラザラしている。それは四角い茎で背が高く，味は悪くなく，少し苦味がある。（茎
には）間隔をあけて丸い花被（椎と書かれている）がある。黒い種があるのはニガハ
ッカとよく似ていて，岩山で育つ。傷を被覆した時に，傷が塞がり，炎症を防ぐ。」1）
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2011 年ベルガマ市が発行した“BERGAMALI LOKMAN HEKIM GALENOS”（「ベ
ルガマ生まれの医師ガレノス」）著作にはベルガマ地域での薬草について記述されて
おり，「アダチャイは胃の痛みや寒い時に煮出して飲む。」と記されている 11）。トル
コにおける民族薬学的研究においては，Sargin らによるマニサ（エーゲ地方）13）と
メルシン（地中海地方）14）の調査の中にシデリティスがある。マニサではジャオトゥ，
バルバッシュなどの通称名（それぞれシデリティス・シピリア，シデリティス・トモ
レア）であり，消化不良，下痢，呼吸器疾患，インフルエンザ，水虫，結石，胃腸疾
患に一日に２～３回の茶として地上部分の浸漬飲用が見られ，メルシンでは通称名ア
ダチャイ，バルババ，カズクルチャイと呼ばれていて，風邪，流感，咽頭炎，視界不
良，腎臓の為の嗜好かつ治療目的にシデリティス・エリスランサ，シデリティス・ラ
ナタ，シデリティス・ルブリフローラなどの地上部分を浸漬茶にして飲用あるいはう
がいを一日に 2 ～ 3 回使用しているという報告がある。
　聞き取り調査では，地中海地方ではシデリティス・コンゲスタあるいはシデリティ
ス・ストリクタを花穂をカップに入れて湯浸，あるいはポットに入れて湯浸してレモ
ンと砂糖を入れて，冬の朝や風邪気味の時に飲用する（写真 2）。シデリティス・ペ
ルフォリアータは葉の部分か花の部分をチャイグラスやカップに入れてレモンや砂糖
を添えて飲用する。やはり風邪気味の時に飲用する（写真 2）。
図 2　シデリティス・コンゲスタ（左）シデリティス・ペルフォリアータ（右）
　バルカン半島のシデリティス・スカルディアの使い方は，Todorova らの民族薬学
的研究 10）によると，喘息および咳，気管支炎，肺気腫，風邪，狭心症および喉の痛み，
嚥下障害治療薬，痰の排泄，貧血の予防，慢性腎臓病，前立腺炎，前立腺肥大，免疫
刺激，抗リウマチ薬，創傷治癒，ヘルペス，抗敗血症および抗炎症に使われる 10）15）。
調整方法としては，①花芽を１リットルの水で 20 − 30 分煮出して濾過後に温かく，
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あるいは冷たくして引用する。②２～３個の花芽を２カップの熱湯にて抽出して２時
間おきに飲む。③１リットルに茶さじ３杯のお茶をいれて熱湯抽出する。④５グラム
のシデリティスを 200 ｇの熱湯に入れて砂糖を入れて飲む。⑤レモンバーム 1 ～ 2 枝，
シデリティス 2 ～ 4 枝を抽出して朝夕砂糖にて甘くして飲用する。⑥コタニワタリ，
フキタンポポ，松の芽，アニス，アオイ，ニガハッカ，ウスベニタチアオイ根，セイ
ヨウニワトコ，フェンネル，オレガノ，クロウメモドキ，セイヨウキンミズヒキ，セ
ージ，サンシキスミレ，スペインカンゾウを混合したもの茶匙２杯を 0.5 L の水で半
量になるまで煮だして蜂蜜を加えて飲用する 16）。⑦シデリティス・スカルディア（10
ｇ），ナズナ（10ｇ），フキタンポポ（10ｇ），西洋オトギリソウ（10ｇ），イラクサ（15ｇ），
スギナ（10ｇ）を水 2L で 15 分から 20 分煮出し，得られた煮だし液（ワイングラス
一杯）を食事の前に３回飲み，同じように水の代わりに日中飲む，と記述されている
16）。 
４．シデリティスの成分分析
　シデリティス属の成分分析はバルカン半島由来のシデリティス・スカルディカ，シ
デリティス・シリアカ，シデリティス・モンタナなどの種について研究が進んでい
る。シデリティス・スカルディカの揮発成分には 32 種類のテルペン類，30 種の芳香
成分，抽出物からはイスコテラリン，グリセリオール，アピゲニンなどが見つかって
いる 17）18）19）。シデリティス・シリアカからはヒドロキシ桂皮酸，フェニルエタノイ
ドグリコシド，フラボノイド，フラボングリコシオなどが抽出されている 20）。
　一方，トルコのシデリティス研究では，シデリティス・ストリクタの主成分はテル
ペン化合物，フェノール構造化合物 21）で，シデリティス・ペルフォリアータはテル
ペン化合物，フラボノイド，芳香成分など 22）であり，シデリティス・トロジャナと
シデリティス・アルギレアからはジテルペンが分離確認されている 24）。
５．近年の研究動向
　シデリティス属の応用研究はヨーロッパで盛んである。シデリティスに抗酸化作
用，抗炎症作用，抗アポトーシス作用をはじめとして，近年は脳研究との関連が多い。
GABAとの関係 25），アルツハイマーβアミロイドシスとの関係 26），ADHD との関連 27）
などが最も新しい研究である。
６．考　察
　シデリティス属がトルコに多くの種があることが確認された。シデリティスはギリ
シャで山のお茶として有名であるが，実はトルコが種が多い国であることが確認され
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た。しかし，2 点問題があり，一つは名称が呼称と学名が混乱していることであり，
二つ目は合成薬に主眼が置かれて薬草の保護が遅れていることである。
　トルコ国内ではアダチャイという総称が一般的にはセージとシデリティスを指して
いて，また地域によっては異なる呼称をもっている。これが多くの混乱の原因にもな
っている。トルコの一般的な植物名が未だに分類学上からは遠く離れていて，シデリ
ティスに限らず多くの植物が同じ現象に左右されている。ケキッキという植物も同様
であり，タイムのことなのであるが，実際にはオレガノやマジョラムやセイボリーも
同じ名前であり，同じ名前で 2 種あると一つはヤバンケキッキ（野生のケキッキ）と
なったりする。これらの原因として，本多は 1924 年の住民交換による住民の移動が
あり，故郷の居住地域にあった植物が移動したところにない場合，移動した地域の似
た植物や効果が似た植物を以前の名称で呼ぶ 8）と述べており，このことから混乱が
起こっていると考えられる。アダチャイがシデリティスとセージを指すことについて
述べられた報告は本報告が初めてであり，今後トルコの植物を一般呼称と学名での相
違があることに注意を払う必要がある。
　トルコでは，これら伝統薬草についての研究は EU 諸国に比べて進んでいない。こ
れはトルコが現在経済成長にあり薬学部では安定した合成薬の供給が課題になってお
り，不安定な薬草についての研究は焦点が当てられてないということである。今後，
トルコのシデリティスに特異な効果が確認され，現在は野生のみの採集であるので，
種の保存や栽培をすることで絶滅から保護し，安定供給と薬草の有効成分の分離が出
来ると古代からの薬草文化の保存・普及すると考えられる。
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